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1. はじめに

淀川下流域にはワンドやタマリと呼ばれる半閉
鎖的水域が数多く存在し，かつては豊かな魚類相
が形成されていた．しかし，1970 年代初頭に始
まった河川工事により淀川の河川環境は一変し
た．とりわけ，1983 年に淀川大堰の運用が開始さ
れて以降，降雨による増水がほとんど起きなくな
り，河口から約 26 km 上流に位置する枚方大橋
付近までが広大な湛水域となった 1）．これによ
り，多くの淡水魚の繁殖場所である一時的水域が
失われ，イタセンパラ Acheilognathus longipinnis，

アユモドキ Parabotia curta をはじめとする多く
の淡水魚が姿を消した．さらに，近年のブルーギ
ルLepomis macrochirusやオオクチバスMicropterus 
salmoidesなどの肉食性外来魚および外来植物ボタ
ンウキクサ Pistia stratiotes の急増により，在来淡
水魚の生息環境は悪化の一途をたどり，生物多様
性の喪失が進行している 1）, 2）, 3）, 4）．

著者らが 2007 年度より開始した近畿大学農学
部魚類標本庫の整備事業によって，1971 年に淀
川下流域の赤川ワンド群 （Fig. 1） で採集された
淡水魚類標本が再発見された．これらの標本は，
現在の淀川ワンド群では確認することができなく
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なった種を含むなど，かつての淀川ワンド群の魚
類相を示す資料として重要であると思われるの
で，標本目録として報告する．本報に掲載された
標本はすべて 10% ホルマリンで固定された後，
70% エタノールに移され，近畿大学農学部 

（KUN: Kinki University, Nara） に保管されてい
る．

2. 採集地の環境

標本の採集地は，淀川河口から約 10 km 上流
の大阪市旭区赤川地区に存在したワンドおよびタ
マリである．なお，日本陸水学会 5） によれば，
ワンドとは河川の入り江または湾入部を指し，タ
マリとは河道内の本流から分離孤立し，河川敷の
窪地に水のたまった止水域のことを指すが，本報
では便宜的に両者を合わせて「ワンド」と呼ぶこ
とにする．1974 年に行なわれた調査によれば，
ワンドの最大水深は平均して 1.0 m 前後と浅く，
なかには最大水深 0.6 m と非常に浅いものもあっ
た 6）．これは，城北地区のワンド群の最大水深が

2.0 m 前後であったのと比較すると顕著に浅かっ
た．1970 年代の淀川は水位変動が大きく，夏季
の増水期を中心に，年に数回，高水敷やワンドが
冠水した 1）．赤川地区のワンド群は高水敷であっ
たため，渇水時には本流から切り離され孤立する
場所も多かったが，伏流水によって水質が良好に
保たれていたという 7）．1975 年頃から改修工事
が始まり，1980 年代には埋め立てや本流拡幅の
ための掘削によって，そのほとんどが消滅し
た 8）, 9）．

3. 標本目録

分類体系および和名の配列は基本的には中
坊 10） に従い，学名の変更があった場合は，和名
の横に * 印を付け，簡単な説明文を加えた．標本
に関する情報は，和名および学名，登録番号，個
体数，標準体長，採集年月日の順に記載した．ま
た，大阪府レッドデータブック 11） に掲載された
種については，学名の後ろに指定されたカテゴ
リーを記した．

Fig. 1. Akagawa Wando （Number 48） in 12 December 1971. Photo by N. Kawai.
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ゲンゴロウブナCarassius cuvieri （Fig. 2a）
KUN-P 41312，3 個 体， 標 準 体 長 76.5‒86.5 

mm，1971 年 5 月 8 日．
環境省版レッドリスト 12） では絶滅危惧 IB 類 

（EN） に指定されている．

フナ属の 1種 Carassius sp. （Fig. 2b）
KUN-P 41311，1 個体，標準体長 192.4 mm，

1971 年 5 月 8 日．

シロヒレタビラAcheilognathus tabira tabira 
（Fig. 2c）（要注目）

KUN-P 41315，3 個 体， 標 準 体 長 63.8‒71.2 
mm，1971 年 5 月 8 日．

1980 年代から 1990 年代にかけて一時的に個体
数が増加したが，1970 年以前と比較すると個体
数は減少している 4）, 11）．2006 年 11 月～ 12 月に
かけて，城北地区のワンドで水を抜いた大規模な
魚類相調査が行なわれたが，わずか 1 個体が採集
されたのみであった 3）．環境省版レッドリスト 12） 

では絶滅危惧 IB 類 （EN） に指定されている．

イタセンパラAcheilognathus longipinnis 
（Fig. 2d）（絶滅危惧 I 類）

KUN-P 41314，2 個 体， 標 準 体 長 56.4‒61.1 
mm，1971 年 5 月 8 日．

淀川流域では 1969 年に赤川ワンド群で再発見
された 13）．1990 年代までは比較的多くみられた
が，近年の生息数はきわめて少ないと思われる 4）, 

11）．城北ワンド群では，1994 年から毎年，仔稚
魚全数調査が行なわれてきたが，2006 年と 2007
年にはまったく確認することができなかった 3）．
環境省版レッドリスト 12） では絶滅危惧 IA 類 

（CR） に指定されている．

バラタナゴRhodeus ocellatus （Fig. 2e）
KUN-P 41313，6 個体，標準体長 27.8‒46.8 mm，

1971 年 5 月 8 日．
大阪府はニッポンバラタナゴが本州で唯一まと

まって生息している地域であるが，一部の池を除
いてタイリクバラタナゴとの交雑が進んでいる．
三宅ほか 14）は，バラタナゴ 2 亜種の識別形質と
して側線有孔鱗数を挙げている．それによれば，
ニッパンバラタナゴ集団の平均側線有孔鱗数は
0.7 以下であるのに対し，タイリクバラタナゴと

の交雑が生じた集団では 3.8 以上である．今回発
見された標本は，平均側線有孔鱗数が 4.8（最小
値 4，最大値 5）であり，明らかにタイリクバラ
タナゴもしくはその交雑個体の特徴を示してい
る．大阪府の溜池群では 1975 年頃からタイリク
バラタナゴの侵入が確認されていたが 11）, 15），今
回の標本調査により淀川では 1971 年にはすでに
タイリクバラタナゴが侵入していたことが明らか
となった．

オイカワ Zacco platypus （Fig. 2f）
KUN-P 41316，18個体，標準体長40.8‒68.1 mm，

1971 年 5 月 8 日．
大阪府レッドデータブック 11） には掲載されて

いないものの，平松・内藤 4） の報告によればワ
ンドでの生息数は減少傾向にあるようである．
2006 年に城北ワンド群で行なわれた調査では 3
個体が確認されたのみである 3）．

ハスOpsariichthys uncirostris uncirostris （Fig. 2g）
（要注目）

KUN-P 41317，2 個体，標準体長 61.3‒76.7 mm，
1971 年 5 月 8 日．

1990 年代までは数多く生息していたが，以前
と比較すると個体数は減少しているようである 4）, 

11）．環境省版レッドリスト 12） では絶滅危惧 II 類 
（VU） に指定されている．

コウライモロコSqualidus chankaensis subsp. 
（Fig. 2h）（要注目）

KUN-P 41319，4個体，標準体長47.7‒60. 8 mm，
1971 年 5 月 8 日．

1990 年代に個体数の増加が報告されたが，
2004 年の調査では再び減少した 4）, 11）．

モツゴ Pseudorasbora parva （Fig. 2i）
KUN-P 41318，3 個体，標準体長 45.5‒57.2 mm，

1971 年 5 月 8 日．
大阪府レッドデータブック 11）には掲載されて

いないものの，平松・内藤 4） の報告によれば，
オイカワと同様にワンド内での生息数は減少傾向
にあるようである．2006 年に城北ワンド群で行
なわれた調査では 5 個体が確認されたのみであ
る 3）．
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*スジシマドジョウ小型種淀小型種族Cobitis 
striata complex Yodo small race （Fig. 2j）（絶滅
危惧 I 類）

KUN-P 41321，11個体，標準体長60.3‒74.5 mm，
1971 年 5 月 8 日．

学名の表記は Saitoh et al. 16） に従った．本種
は，かつては淀川ワンド群に数多く生息していた
17）．今回発見された標本のなかでも，オイカワに
次ぎ 2 番目に個体数が多く，全体の 18.6% を占め
ていた．このことからも 1970 年代当時はごく普

通種であったことが伺える．しかし，淀川大堰の
運用が開始された 1982 年以降に激減し，1996 年
に京都府宇治川で雌成魚が採集されたのを最後に
全く採集されていない 17）．本種は，1980 年代以
前は多産していたにもかかわらず，標本が保存さ
れている研究機関が少なく，長年にわたり淀川の
魚類相を調査してきた大阪府環境農林水産総合研
究所水生生物センター（旧大阪府淡水魚試験場）
にも標本は一切残されていない（平松和也氏，私
信）．環境省版レッドリスト 12） では絶滅危惧 IB

Fig. 2.  Fish specimens collected from Akagawa Wando in the early 1970’s. ⒜ Carassius cuvieri （KUN-P 41312）, ⒝ Carassius 
sp. （KUN-P 41311）, ⒞ Acheilognathus tabira tabira （KUN-P 41315; upper: male; lower: female）, ⒟ Acheilognathus 
longipinnis （KUN-P 41314）, ⒠ Rhodeus ocellatus （KUN-P 41313; upper: male; lower: female）, ⒡ Zacco platypus （KUN-P 
41316）, ⒢ Opsariichthys uncirostris （KUN-P 41317）, ⒣ Squalidus chankaensis subsp. （KUN-P 41319）, ⒤ Pseudorasbora 
parva （KUN-P 41318）, ⒥ Cobitis striata complex Yodo small race （KUN-P 41321）, ⒦ Cobitis striata complex middle 
race （KUN-P 41320）, ⒧ Parabotia curta （FAK 11333）.
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類 （EN） に指定されている（琵琶湖小型種族を
含む）．

*スジシマドジョウ中型種Cobitis striata complex 
middle race （Fig. 2k）（要注目）

KUN-P 41320，5 個体，標準体長 69.6‒80.4 mm，
1971 年 5 月 8 日．

学名の表記は Saitoh et al. 16） に従った．水生生
物センターの調査 4） では小型種淀小型種族と区
別されていないため，本種の生息数の詳しい変遷
は不明である．近年，淀川下流のワンド群では確
認されておらず 3）, 4），小型種淀小型種族と同様
にほぼ絶滅状態であると思われる．環境省版レッ
ドリスト 12） では絶滅危惧 II 類 （VN） に指定され
ている．

*アユモドキ Parabotia curta （Fig. 2l）
（絶滅危惧 I 類）

FAK 11333，1 個体，標準体長 49.6 mm，1971
年（月日不明）．

形態 18） および分子系統解析 19） に基づき，属名
は Leptobotia から Parabotia に変更された．淀川
ワンド群では，1940 年代頃までは子供でも容易
に採集できるほど数多く生息していたようである
が，1971 年から 1972 年に行なわれた調査では 1
個体が採集されたのみで，すでに個体数は激減し
ていた 20）．採集者の久保喜計によれば 1970 年代
当時から個体数は少なく，ごく稀に採集される程
度であったという．1989 年以降しばらく記録が
途絶えていたが，1997 年に樟葉地先の淀川本流
で確認された 11）．しかし，淀川下流域における
生息数はきわめて少ないと思われる．環境省版
レッドリスト 12） では絶滅危惧 IA 類 （CR） に指
定されている．

4. 考察

魚種組成　今回の標本調査で確認された魚種は
合計 12 種で，コイ目のみで構成されていた．その
内訳はコイ科 7 属 9 種，シマドジョウ科 1 属 2 種

（スジシマドジョウ中型種と小型種を別種として数
えた），アユモドキ科 1 属 1 種で，全体の 75% が
コイ科で占められていた．個体数は合計 59 個体
で，オイカワがもっとも多く 18 個体 （30.5%），続
いてスジシマドジョウ小型種淀小型種族 11 個体 

（18.6%），バラタナゴ 6 個体 （10.2%），スジシマド
ジョウ中型種 5 個体 （8.5%） の順であった．

発見された標本は定量的に採集されたものでは
ないため，標本の魚種組成の情報のみから過去の
魚類相を推定することはできないが，過去の調査
データ 4）, 20）, 21）, 22） と比較することで補足的な役
割を担うことができる．水生生物センターが 1971
年から 1972 年に城北ワンド群で行なった調査の
結果 4）, 20） と比較すると，オイカワとバラタナゴ
が多い点で一致していた．一方で，オイカワに次
いで多く確認されたスジシマドジョウ種群（小型
種と中型種を含む）は，水生生物センターが行
なった調査ではわずか 3 個体しか採集されていな
い．また，水生生物センターの調査で数多く採集
されたゼゼラ属Biwia，カワムツZacco temminckii，
タモロコ属Gnathopogon，ワタカIschikauia steenackeri，
メダカ Oryzias latipes などが本標本コレクション
から確認されなかったことなどいくつかの相違点
がみられた．過去の魚類相調査 20） でスジシマド
ジョウ種群がわずかしか採集されなかったのは，
恐らく曳網を用いて採集したのが原因であろう．
斉藤 17） によれば，少なくとも 1982 年頃までは近
隣の城北ワンド群にも多数生息していたことが確
認されており，この調査結果はスジシマドジョウ
種群の生息数を過小評価している可能性が高い．
今回の調査では標本の所在を確認することができ
なかったが，近畿大学農学部の魚類標本台帳には
1970 年代に淀川ワンド群で採集されたニゴイ
Hemibarbus barbus，ツチフキ Abbottina rivularis，
ゼゼラ属 Biwia，ヒガイ属 Sarcocheilichthys，ワ
タカ Ischikauia steenackeri などの記録があること
から，今回発見された標本は，当時採集された標
本のごく一部であると思われる．今後，これらの
標本の所在確認を行ない，標本を精査することに
よって新たな情報が得られるものと期待される．
標本の重要性　水生生物センターでは 1970 年

代初頭より淀川全域で大規模な魚類調査を約 10
年間隔で実施し，これまでに，淀川における魚類
相の変遷に関する数多くのデータが得られている
4）, 20）, 21）, 22）．しかし，データのもととなる標本
は一切残されておらず，学名の変更があった場合
や，従来 1 種とされていたものが複数種を含むこ
とが判明した場合に，データを再検討することが
できない．事実，フナ属 Carassius，ヒガイ属
Sarcocheilichthys，ヨシノボリ属 Rhinogobius，
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ニゴイ属 Hemibarbus，タモロコ属，スゴモロコ
属 Squalidus，ゼゼラ属，スジシマドジョウ種群
など多くの分類群で標本の再調査が必要である
が，標本が残されていないため，今となっては再
検討することができない．

標本を保存・管理することに対しては，研究者
の間でも重要視されることは稀で，分類学者を除
いて一般的には軽視されがちである．しかし，標
本は分類学のみならず，自然の環境指標や過去の
魚類相を示す資料としても有用である 23）, 24）．と
りわけ，魚類相調査のデータの再現性を保障する
上できわめて重要であり，標本を適切に保存・管
理することが強く望まれる．また，今回の例のよ
うに，未整理標本のなかに，過去に採集された貴
重な標本が埋もれている可能性も十分に考えられ
ることから，博物館や大学所蔵標本の整理や標本
データの公表を積極的に行なっていく必要があ
る．
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